
今年の夏休み後半は、全国的に大雨による被害が多く発生しました。テレビ画面に映し出される災害現場

の様子を、他人事とは思えませんでした。そうした中、県内における新型コロナウイルス感染者数が激増し

たため、子どもたちをはじめ皆様の健康と安全を第一に考え、臨時休業の措置をとることで、２学期のスタ

ートを遅らせることとなりました。子どもたちには、不安な中での２学期スタートになりますが、教職員一

同力を合わせて取り組んでまいりますので、保護者・地域の皆様には更なるご理解とご協力をお願いします。

８月５日(木)、感染症拡大防止のため坂出市議会議場には議長校だけが出向き、その他１０校は自校から

のリモート参加で、「坂出市小学生子ども議会」が開催されました。本校の児童会運営委員は、安心・安全

な町づくりのテーマの下、安全な登下校についての質問を行いました。この質問には、浦田副市長様から今

後の対策を関係機関と相談しながら検討してくださると回答をいただきました。最後に、山田教育長様から

は、ふるさと坂出の未来について積極的に考えていたことや、６年後は選挙権をもち実際に町づくりに参加

すること等から、今回の子ども議会が大変有意義な機会となったと講評をいただきました。参加した子ども

たちには、今回の経験を基に、２学期からの児童会活動に積極的に取り組んでくれるものと期待しています。

月 火 水 木 金 土・日
☆その日の予定 １ Ｂ日課 ２ ３ ４
○午前の予定 ○２学期始業式 ○身体計測3･4年 ●修学旅行周知会 ５
●午後の予定 ●給食開始 ●12:50下校 【延期】

●12:50下校 ●12:50下校
６ ７ ８ ９ １０ ○全校朝礼 １１
○身体計測5･6年 ●歯科検診１･２年 ☆県教委・市教委 ○ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ教育 ☆川津地区一斉パ １２

による訪問 相談日8:30～12:30 トロール ○PTA再生資源回
●13:30下校 ●委員会活動 ☆諸費口座振替日 収日②【中止】

１３☆教育相談ウ １４ １５ １６ １７ ○児童集会 １８
ィーク(～17日) ○授業参観 ○川津っ子学習ノ ○川津っ子学習ノ ○川津っ子学習ノ １９
○川津っ子学習ノ 【中止】 ート提出３･４年 ート提出５年 ート提出６年
ート提出１･２年 ●クラブ活動 ○４年小児生活習
●内科検診５･６年 慣病予防検診
２０敬老の日 ２１ ２２ ２３秋分の日 ２４ ２５

☆秋の交通安全運 ○６年出前エネル ☆校外学習１～５ ２６
動(～9/30) ギー授業 年【延期】弁当※

●代表委員会 ●６年技能士の魅 ○６年オンライン
●内科検診１･２年 力を伝える授業 よんでん見学会

２７ ２８ ２９ ３０ １０／１ １０／２
●内科検診３･４年 ●歯科検診３･４年 ☆６年修学旅行 ☆６年修学旅行 １０／３

【延期】 【延期】
●14:50下校
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１学期の終業式で、「夏休みは、これまでの学習や生活を通して学んだことを『試す』時です」と伝えた

夏休みが終わりました。さて、お子さんは、夏休みを振り返ってみて、どんな夏休みであったと言えるでし

ょうか。保護者の皆様には、お子さんがどんな小さなことでも、また、できて当たり前に思えることでも、

できたことをしっかりとほめてあげてください。そのことが、これからの生活への自信となります。

さあ、２学期のスタートです。まずは、夏休みのゆっくりと時間が流れていた

生活から、いつもの学校生活へと心と体を『きりかえ(る)』てください。そして、

２学期も自分のゴールをめざして、一歩一歩進んでいって欲しいと思います。そ

のためにも、朝の起床時刻をいつもの時刻に戻し、服装や持ち物を整えることか

ら始めてください。

●感染症対策の徹底と熱中症対策を！
感染症対策としては、毎朝の健康確認を行い、異常があれば登校しないという判断をお願いします。そし

て、引き続き「くっつかない・かん気をする・マスクを着ける・手を洗う」の徹底をお願いします。また、

熱中症対策としては 、水分補給のための水筒と汗ふきのタオル等の用意をお願いします。

●１０月の予定について（感染拡大状況によって急な変更の場合があります）
３日（日）ＰＴＡ再生資源回収

５日（水）川津っ子スポーツフェスティバル（運動会代替行事）、６年修学旅行周知会

６日（水）坂出市教育文化祭科学体験発表会

７日（木）令和４年度入学児童就学時健康診断

８日（金）坂出市学童陸上記録会（無観客開催）

２２日（金）５年１日体験学習（府中湖カヌー競技場）

下旬 １～５年校外学習（調整中）

＆

校長室の窓から

「判断」と「決断」

県内における感染者数の激増により、２学期の開始を遅らせることとなりました。保護者の皆様に

は３５日間の夏休みに続き、臨時休業期間も感染症予防に努めながら、子どもたちの生活リズムを保

ち、学習や夏の思い出づくりにご尽力いただきありがとうございました。

さて、昨年１月に国内初の感染者が発生してから１年７か月が経ちました。当初は、未知のウイル

スに対して、子どもたちの「健康・安全」を保障するための対応に追われました。その後、ウイルス

の正体が少しずつ分かってきたことで、子どもたちの「学び」の保障や「自己実現」の保障を図るべ

く、子どもたちや保護者の皆様、そして教職員とともに一歩ずつ前へと進む日々を送ってきました。

この間は、「判断」と「決断」を繰り返す毎日が続き、今もその最中にあります。私が、この「判

断」と「決断」をする際に心がけていることは、より多くの情報を基に「判断」することと、子ども

たちの未来を見据えて「決断」することです。また、「できるかできないか」ではなく「どうすれば

できるか」と考え、教職員や保護者の皆様に知恵や力をいただき、コロナ禍において、子どもたちが

安心して学べる学校の実現を目指そうと考えています。

しかし、現在のデルタ株への置き換わりから、「ピークが見えない」とも言われるほどの感染者数

の激増は、改めて子どもたちの「健康・安全」の保障を徹底しなければならない状況であると「判断」

せざるを得ません。そして、この「判断」に伴い、当面の９月に予定していた行事のすべてを中止、

または延期するという「決断」をしました。この「決断」がよかったか、そうでなかったかは、時間

が経ってからでないと分かりません。

保護者の皆様には、今回の「決断」によっても、さらなるご負担をおかけすることとなりますが、

私たち教職員は、子どもたちが安心して学べる学校となるよう最善を尽くしてまいりますので、より

一層のご理解とご協力をお願いいたします。

（白川 豊浩）


